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数値予報国際シンポジウムについて

　日本気象学会の秋期臨時総会で議決された数値予報国

際シンポジウムは下記の要嶺によって開催されます．

主催：日本気象学会

　後援：日本学術会議，気象庁，IUGG（国際測地学，

　　　地球物理学連合）

　日時：1960年11月7～13日

　場所：東　　　京

　使用言語：英語を主体とする

　内容：数値予報および数値予報に関連する気象力学…

　　　　…基礎的研究，短期予報，長期予報，雨量予報

　　　　台風の予報など

　日程：11月7日　　討論

　　　　11月8日　　〃

　　　　11月9日　　都内見物

　　　11月10日　　討論

　　　11月11日　　〃

　　　1鷲／エクスカーシヨン

　会員多数の参加を希望し ます・講演希望者は英文アブ

ストラクト（タイプ印刷1枚以内）を付けて，1960年6

月15日までに下記にお送り下さい．なお，講演日時に制

限がありますので講演希望が多数ある場合には講演委員

会に運営を任せていただきたいと思います．

　　　　　　　　　　　記

　　東京都千代田区竹平町

　　　気象庁電子計算室内

　　　　　数値予報国際シンポジウム講演委員会

　　　　　　　　　　　　　IUGG1960年総会予定プログラム

場所　ヘルシンキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IU“G幹事組織）

会期　1960年7月25日～8月6日　　　　　　　　　　　7月30日

　IAMAPの暫定プログラム　　　　　　　　　　　　　午前　　IAMAP事務打合せ

7月25日　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　8月1日

　連合事務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　　大気電気（IAGAと共催）

7月26日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後　　津波，高潮（IAPO及IAMA後援・IASPEI

午前　IUGG総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織）

午後　IAMAP総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月2日

　　　分科会会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前及午後　　大気化学及び放射能

　　　事務局報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月3日

　　　委員会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前及午後　　大気化学及び放射能

7月27日　　　　　　　　　　　一　　　　　8月4日
午前　（a）大気の力学現象　　　　　　　　　　．　　　午前及午後超高層大気（IAGA共催）

午後　（b）干越（IASH主催）　　　　　　　　　　　　　8月5日

午後　　　オーロラ（IAGA主催）　　　　　　　　　　　午前　　IAMAP総会

7月28日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会の設立

午前及午後　大気の力学現象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役員選挙

夜　　　国際地球物理年総会（IUGG幹事組織）　　　　　8月6日

7月29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0900　1AMAP閉会

　午前及午後　ロケット及ぴ人工衛星の結果　　　　　　　　　1030　　1UGG閉会

　　　　　　　　　　　　科学技術についてのアンケートについて

　　　科学技術会議総合部会より日本気象学会に次のようなアソケートを求めて来ました．本学会員で

　　　御意見のある方はこのアソケートの質問に従つて御回答を御送り下さるよう御願い致します．

　　　宛　　先：　東京都干代田区大手町　気象庁内　日本気象学会事務局　科学技術アソケート係

　　　　〆切期日：　昭和35年2月25日
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